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の距離が 0.75 nm 以下に低下した時、分子間において励起子の遷移が発生し始める。分子間の距
離が近づくと、有効共役距離が長くなり、最大吸収ピークが広がり、レッドシフトが発生するこ













素数が 8OCB と似た (R)-2-octyloxy と天然物質 (-)-beta-citronellol から修飾された (R)-3,7-
dimethyloctyloxyを選択している。モノマーはダイマーである bisEDOTが用いられている。インデ
ューサの光吸収（UV-vis）、円二色性（CD）スペクトルを測定している。液晶電解質は支持塩、モ
ノマー、インデューサー、母液晶から構成されている。DSC 測定と POM 観察により、液晶電解
質のコレステリック液晶の形成を確認している。電解重合は ITO 電極を使い厚さが 0.2 mm であ


























平成 31 年 2 月 15 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
